
律令制成立期の武器と武術

笠 井 和 広

一・.は じめ に

人類の歴史 は闘争の歴史で もあ り,戦 いは絶 えず繰 り返 され,自 分 自身の

生命や種族 ・集団を守るために互いに争 って きた。 日本国内では,お よそ紀

元前三世紀以後 に地域的政治集団 といえる小国家が数多 く生 まれ,そ の政治

集団 による収奪や 自衛の戦いが絶えず争われていた。その間に大和朝廷によ

り国内統一が進め られ,お そ くとも四世紀半ばには国内統一 された。

このt期 の大和朝廷は政治組織や税制を統制 し,権 力 を維持するために

も地方首長層 を支配 しつつ,強 大な武力 をつ くりあげてい くのである。その

ころは支配者や有力豪族の墳墓が造営 され,墳 墓の副葬品や埴輪か ら当時用

された武具 ・武器が知 ることがで,さ らにその武具 ・武器により戦闘の様相

も推測 される。

その後朝廷は,積 極的に大陸に使者 を遣わ し,経 典 をはじめ とする多 くの

文物が国内に もたらされ,な かには軍事 に関す るもの もあ り,こ れらをもと

に律令が制定 され,天 皇を中心 とする軍事的中央集権 国家が成立す るのであ

る。この中央集権国家の軍事面 は唐 の制度にならい制定 された律令 において,

整備 ・制度化 している点で,統 一以来,国 内外での抗争 を経験 した朝廷が国

内における権力維持や外敵か らの防衛のためにも,広 汎な武力 をもち掌握す

る必要があったか らである。
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このように広汎 な武力を持ち,中 央集権国家成立 とともに軍事機構 を誕生

させた背景には,特 に白村江 の戦い と壬 申の乱 という二つの歴史的大 きな戦

いにおいて舶載 ・国産の数多 くの武器 を使用 し,大 陸か らもたらされた戦術

などをもちいての戦いの結果か らであったのである。そ して,こ の律令軍 制

国家 は各 国に軍団兵士制 を組織 し,国 ごとの軍団兵士 に訓練 をおこない軍備

を充実させ,戦 術 ・戦闘技術が発達するのである。

二.軍 団制

律令制下の軍団制は701(大 宝元)年 に制定 された 「大宝律令(軍 防令令)」

にもとづ き一般農民の成年男子(二 十一歳以上六十歳 までの正丁 といわれる

課税対象者)を,三 人に一人の割合で徴兵 し,通 常千人を基本 とする兵士か

らなる軍団を各地に編制する制度である。奈良時代の全郷数は 『倭名類聚抄』

か ら4041郷 と算定 され,『 令義解』 に 「凡戸五十戸以里(郷)為 」 とあ り,

一郷は五十戸であるので全国の戸数 は約二十万戸 にな り
,一 戸一兵士で徴兵

くの

されたと推定 され,兵 士数約二十万人である。奈良時代 の人口は 『正倉 院文

書』の戸籍か ら一郷の人口約千二百人 と算定 され,全 郷数は4041郷 であるか
(2)

ら,約560万 人(良 民)と なる。人口約560万 人に対 して兵士数約二十万人の

割合 をみれば,大 規模軍団制 ということになるのである(現,陸 上 自衛隊数

約十四万人)。

徴兵 された兵士は,出 身地 に近い軍団に配属 され,軍 毅 といわれる指揮官

の下で兵士は五十人一隊を基本型 に二隊百人 ・四隊二百に組織 される。その

各隊はお もに在地有力者が任命 された大毅 ・小毅 ・校尉 ・旅帥 ・隊正か ら統
(3;

率 ・教習される。隊正二十人は各五十人の兵 ・旅帥十人 は各百人の兵 ・校尉

五人は各二百人の兵を積み上げ方式で編成統率 し,長 官大毅一人 と副長官小

毅二人 は一団千人 を統括 した(軍 防令 ・軍団大毅条)。 さらに隊正が統率す

る一隊五十人 を兵士五人を伍 とする隊伍へ編成 をお こない,馬 の扱 いにす ぐ

れた ものは騎兵隊(結 果的には騎兵隊は在地の有力者が騎兵 となった),そ
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の他 を歩兵隊 として校尉 ・旅帥 ・隊正は騎兵 ・歩兵 をそれぞれに統率 し,一 ・

隊のなかに騎兵 ・歩兵を相交えてはいけなかった(軍 防令 ・隊伍条)。

備 える武器について も細か く規定 している。兵士みずか ら準備 し,た ず さ

えた武器 ・戎具は古墳時代以来の弓矢 ・弓具 ・大刀等の基本的なもののほか

行軍 ・野営に必要な飯袋 ・工具なども携帯す ることを定めている。 また携帯

しな くて もよい武具 ・戎具には,十 人毎 に斧 ・小釜など,五 十人毎 に手鋸 ・

火鐙(ひ うち)等,集 団で備 えるべ きものがある(軍 防令 ・備戎具条)。 反

対に弩 ・長い矛の強力 な武器や権威的武装用馬具のほか,大 角 ・小角 など部

隊で行動す るための軍事用楽器等,私 的に保有することを禁 じている武器 ・

戎具 もある(軍 防令 ・私家鼓鉦条)。 それは有力豪族層が私的な武力集団 を
r4}

形成す るのを抑制するための令文 とみなすべ きである。

各地か ら徴兵された農民兵士 は,一 部は中央の衛府である衛椚府 と左右衛

士府 に衛士 として配属 され,ま た一部は西辺防備 をおこなう防人 として西海

道 に赴 き,そ れ以外の兵士 は軍団に編成 された。元来農民である兵士は軍事

訓練 を受 けることによって戦闘能力 を有す る兵士 とな りえるので,徴 兵制 に

もとつ く律令軍団制 において,『 続 日本紀(慶 雲元年六月条)』 によれば諸国

兵士は団別 に分けて十番 となし,番 ごとに十 日武芸の教習 を受けることにな

っていた。衛士 についても衛府にて弓馬,大 刀,矛,弩,抱 石(城 壁で敵に

石 を落 とす仕掛け)を 教習 していたのである(軍 防令 ・衛士上下条)。

軍団兵士の訓練 は十集団(す べて歩兵の場合,一 集団二隊百人)に 分けら

れた各集団に,十 日交替で年間計六十 日間が課せ られていた。兵士の うち有

力農民が充て られた騎兵の場合 は,支 給 された騎馬の飼育 ・調教することで

訓練 は免除され,年 間に課せ られた六十 日間の訓練 は歩兵中心の訓練であっ
(5)

た。教習内容は1.弓 術 ・矛 ・剣術 ・弩の武術教習で強力な弓である弩の教

習は,各 隊から二名ずつ選出された強壮者の弩手が行 っていた(軍 防令 ・軍

団条)。 だが徴兵期 間での強制的な年間六十 日の訓練では習熟す るのに不十

分であ り,各 個人の武術水準 はあまり高 くなかったと思われる。2.一 隊五

律令制成立期の武器 と武術189



十人からなる隊の・基本隊形(「 陣列之法」)は,盾 の後 に兵士五人組みの伍が

整列 し,前 列 にこの伍が五組二十五人,同 様 に後列 に伍 を五組二十五人で合

計五十人の隊形である。有事の ときはこの隊形を崩 さないまま,指 揮官の号

令 どう りに整列 ・行進 ・突撃 ・後退等 を行 う様式 を693年 『日本書紀(持 統

七年)』 陣法博士 を派遣 して全国画一的に教習 していた。 これは整然 とした

大規模 な歩兵集団戦 によって,兵 士個人の武術の未熟 さを補 うためにも重要

なものであった。3.『 万葉集』の防人の歌 に 「皇軍」 を意識す る歌が随所

にみ られる。 この 「皇軍」意識 は兵士個人の自発的意識 とは思われず,訓 練

期間に 「皇軍」意識 をもたせ る教育がお こなわれたのであろう。訓練 された

兵士たちは,こ れ らの訓練 における積極 的な姿勢 と士気高揚 のため,年 間一

度軍団で国府勤務期 間に騎兵 も参加 して国司からの検閲をうけ,成 績優秀者

は褒賞 された。

平時において各諸国の軍団は国司の管理下におかれ,毎 年国司が年齢 ・性

別や個人の特徴な どを記 した課役徴収の基本台帳である計帳 を作成 して,徴

兵兵士 を確定 し,武 具 ・牛馬 ・船舶の帳簿 とともに軍団を管理する兵部省 に

提出 され,中 央 と国に保管 ・管理 されていた。この各国の国司は兵士や武器

の管理 に関しては兵部省の管轄下にあ り,兵 部省 は最高行政府である太政官

に統轄 され,行 政上は太政官一兵部省 一国司 一軍団とい う指揮系統 となる。

すなわち平時の軍団は太政官の指揮下におかれ,国 司はその国の最高軍事責

任者であった。ただ し有事の場合 には,兵 士動員数 に応 じて別に朝廷か ら節

刀授与 された大将を筆頭 に指揮官数人が任命 され,各 国の軍団を指揮 したの

である(軍 防令 ・節刀条,将 帥条)。

当時の朝廷が,こ の ような大規模な律令軍団制 を成立 させた目的は何であ

ったのかといえば,七 世紀初頭の推古朝以来,大 陸や半島の動 きの活発化に

対応 して中央集権の強化 をはか り,軍 事力の拡大 と組織化 をするためであっ

たのである。

朝鮮半島では唐 と新羅 によって百済が滅ぼされた後 も遺 臣の抵抗 はつづ
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き,百 済は 日本 に救済 を求めて きたのを機 に,朝 鮮 に軍 を派遣することを決

定 した。 ここに初めての中国王朝の軍隊 と直接対決である海戦による白村江
(s)

の戦いがおこ り,唐 軍船団の挟み撃ち戦術 により大敗 を喫するのである。国

内においては白村江の戦の後,わ ずかにして当時最大の内乱である壬申のが

起 こるのである。この戦いは全国の地方豪族軍 まで も動員 しての乱で,両 者

が全国の兵 を動員 した全国規模の乱で,そ の深刻 さを示す ものであった。 こ

の二大大戦を経験 した朝廷は,国 家対国家の総力戦 を想定 し,海 外 に対する

防備だけではな く国内の権力保持のためにも,地 方豪族の広汎な武力 を掌握

することにより,国 家 に武力 を集中するために律令軍団制を確立 しなければ

な らなかったのである。

三.刀 剣

攻撃用武器で敵 に対 し,手 に持 って両刃で突 く事 を目的 とす る武器 を剣,

片刃で主に斬る武・器を刀 といい,こ の剣 と刀の中間形態 もみ られる。剣 は湾

曲しない直剣で,刀 もほとん ど直刀が一般的である。剣 については,片 乎 に

剣 をもち敵 を刺殺す る武器で,二,三 十センチ くらいの短剣 から八十セ ンチ

くらいの剣 まである。元来祭器色が強かった剣 は,し だいに鉄製の強力 な武
くの

器で敵を斬る刀の需要が増 して くると剣は衰退 してい く。

律令国家成立以前 より大和朝廷は大陸の階 ・唐 と交流 をおこない,国 内に

は多 くの文物や武器 も輸入 され た。 『東大寺献物帳』 には聖武天皇所有の

「大刀壼百口」 を遺愛の品として収められた目録があ り,「唐大刀十三口 ・唐
{g)

様大刀六 口 ・高麗様大刀(こ まようたち)二 口 ・横刀(た ち)一 口 ・大刀

(た ち)六 十四口 ・懸侃刀九 口 ・杖刀二口」が記 されている。 このなかの

「唐大刀」・「唐様大刀」 の記載 によ り唐 の影響が大 きかったことがわかる。

又,「 高麗様大刀」 は朝鮮半島か らもた らされた高句麗刀の様式で,他 の大

刀 より刀身が長 く多 くの装飾があ り,把 の端が丸い環 になっているのが特徴

である。元来,高 句麗刀の把の端が丸い環であるのは,戦 闘時に手か ら落ち
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(9)

ないように布で手首 をまきつけるためとされるが,日 本の 「高麗様大刀」 は

刀身の長 さや身幅の大 きさか ら,実 用刀 として使用することを目的としたの

ではな く,有 力者のみが所有す る権威の象徴色が強い刀である。「横刀」は

「大刀」同一 とみなすのであるが,『 東大寺献物帳』 の 「横刀」 の注文 には

「刃長一尺四寸七分,鋒 者偏刃」 とあ り,刃 渡 りが短 く,日 常 において携帯

する儀礼的要素をもつ ものと考 えられる。 しか し,横 刀 は日常儀礼 的に宮中

において も携帯することがで き,こ の時代のかずかずの政変や政敵の暗殺 に
{1Q)

使用 された もの と推測 される。大刀は,こ の横刀 より刀身が長い黒作(こ く

さく)が 大部分で,正 倉 院に現存す る黒作大刀にみることがで き,地 下の武

官にこの種の大刀が用い られたのである。

この律令国家成立期前後 に使用 された刀剣類 の武器は,片 手で刺突する武

器である両刃の剣か ら,主 に全長八十センチ くらいで,刃 渡 り六,七 十セン

チの片刃で鋒がふ くらみのない直刀の大刀が主力 とな り,盛 行す るようにな

るのである。 この種の大刀は実用的で剣 に くらべて刃渡 りや柄が長 くt両 手

で柄 を握ることがで きる ようにな り,相 手 を打 ち斬ることに大 きな効果をあ

げることがで きるようになった。だが,鋒 にふ くらみがないことか ら突 くこ

とは不向 きで,切 ることが主目的の実用的武器であったのである。

この黒作大刀の造 りに鋒の部分 だけが両刃 に作 られた鋒両刃造 という珍 し

い形式がある。『東大寺献物長』 にはそれぞれの大刀の特徴 を記 しているな

かで,「 鋒者両刃」 とあるのが この形式 であ り,お そ らく中国からの渡来品

と思われる。 この形式から考 えられることは,突 くことも斬ることもで きる

実用大刀 といえるが,渡 来品 とい うことか らすれば,中 央の上級武官や地方

の有力豪族の指揮官層だけが所持することがで きる もの と思われる。そのこ

とか ら十分 に実用大刀 として使用で きるのであるが,こ の鋒両刃造の大刀は

所有者の権威の象徴色が強い大刀 といえる。

一般的に
,こ の時代 の大刀は斬 ることが 目的に作 られたのは明 らかである

が,こ の期の戦闘において,大 刀 はどの ようなときに使用 されたのかという

192国 際経営論集No.272004



問題がある。古墳の副葬品か らすでに馬 を使用 していたことは認められるが,

馬上か ら敵 に対 して大刀 を振 りかざし,暫 撃する方法は大刀が直刀造 りとい

う点か ら適切ではない。馬上か らの暫撃法 は,十 世紀以降に成立する反 りの

ある湾刀でなければ有効 な方法 とはいえない。それは,刀 で斬 るときは打撃

を くわえて円を描 くように引 くことが肝要であるから,反 りがあるほうが合

理的だか らである。よって,馬 上で大刀 を使用することはな く,大 刀 を使用

する戦闘は白兵戦での徒歩戦が主な戦いであったのである。

しか し,前 述 した鋒両刃造のこの大刀 を実際に使用 しての戦闘で考 えられ

るのは,歩 兵戦で威力 を発揮するとともに馬上での指揮官はこの大刀 を持 ち

敵 を威嚇 し,片 手で持 ち突 く ・斬ることがで きる大刀 を使用す ることで,騎

馬戦や対歩兵戦で威力 を発揮 し有利 な戦いが可能 と思われる。

律令国家体制下での中央武官や地方で徴収 された兵士は,軍 防令 によ り備

える武器が規定 され,そ の中に大刀が含まれている。平時の軍事訓練は中央

武官はむろん地方兵士 にも武事の教習が命 じられ,大 刀の操法 について も訓

練 を行 っていた と考えられる。訓練の内容については,当 時,戦 闘の勝敗 は

闘志 ・体力の強さで決定す ると考 えられ,敵 の攻撃 に対 し,そ れに応 じて受

ける ・かわすな どの後 に反撃 を くわえる技術 は確 立 していた とは思 われな

い。 よって,大 刀の握 り方 ・振 り方 ・斬 り方 ・個別および集団攻撃法の初歩

的な基本動作が中心であった と推測 される。

四.矛

矛は刀剣 と同 じく攻撃用の武器で,鋭 利 な刃部 に穂袋がついていて,長 い

柄の先 にこれに挿入 し,通 常柄の中央 を片手 に持ち,敵 に対 して突いた り投

げた りするのが 目的の長い刺突武器である。

この矛 と同 じような武器に槍があるが,槍 は矛 と違い刃部の基部が茎(な

かご)に なっていて,こ れを柄 の先にはめこみ,柄 を糸で巻いて漆 をほどこ

し固めている。 この槍 に比べ矛 は刃の先端である,き っさきが細身で鋭 く,
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刀身は一尺前後の無反 り ・両刃の両鏑造 り(断 面が菱型)・ 三角造 り(断 面

が三角形)が あ り,柄 は最短で も三メー トルを越 え竹を細 く切 って合わせた

打柄 とい う手法 となっている。そのうえに糸 などを巻 き漆 をかけ強化 された

柄 との接続が奥行のある穂袋 にはめこむ とい う手法で,ぐ らつかず安定 して

いることから両手 に持 ち突 き進んだ り,片 手で握 り刺突することが主な使用

法であったと考えられる。

柄 の長 さについては短い ものは三 メー トル前後か ら,長 い ものは四メー ト

ル以上のものまであ り,長 さによって使用方法が違 っていた。矛 はあ くまで

も柄 に直角 に突 く武器であ り,柄 の長 さに対する刀身部分が短 く,柄 が長大

になるほど刃筋 に沿って目標 を正確 に突 くことが難 しくなる。

しかし長柄矛の使用 しに くい短所 を補 うために,馬 上 より戦 う騎馬兵が片

手に長柄矛 を持ち敵に突進 して攻撃 を加 えたと思われる。一方柄の短い短柄

矛は長い長柄矛 より使用する際 に身のこなしが きき,使 用 しやすい長所があ

るので歩兵が持ち,散 開す る歩兵への刀剣の接近戦 になる前 の使用武器であ
(11)

ったと考 えられる。 このことは高句麗の壁画や戦い方か ら推測で きる。なお

日本の律令時代 に長柄矛 をマケ ドニアなどの戦術で密集方陣にみ られるよう

な集団歩兵 に持たせ配備 しての野戦 はなかったであろう。

矛の中には穂の元のところか ら鉤形の枝がでているものもある。 これは長

柄の武・器 として本来の目的とした対騎馬 兵 との戦闘用の ものである。枝のよ

うに出ている支刃のある矛 は,乗 馬者を引掛けて馬上 より引 き落 とす事が目

的であるが,そ ればか りではな く,深 い傷 をおわせ ることもできる有利 な武

器で,大 陸で騎馬兵 との戦闘の経験 から発展 をとげ日本にもたらされた もの
くユ　

とされる。 この鉤形長柄矛の戦闘方法 に記録ははなく,こ の武器の特性か ら

考 えられる方法 を推測 してみる。

鉤形長柄矛の主な操作方法 は,突 く ・引いて引掛 ける ・水平 に振 ることの

三種類であることから,次 の有効な攻撃方法が考 えられる。

第一の方法は戦場の近 くか戦場において攻撃 に有利 な場所で待 ち伏せをし
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て奇襲攻撃 を行 う。通常,鉤 形長柄矛で騎乗者 を引掛け引き落 とす攻撃 を加

える ときは右手を前,左 手 を後 ろに持 って構 えるものなので,攻 撃側の待ち

伏せ場所 は,攻 撃側 から見て前進 して くる騎馬兵の左側 に位置 しなければ有

効な攻撃がで きない。 よって有利な待 ち伏せ場所は,騎 馬兵が移動する道筋

をあらか じめ予測 し決定する必要がある。騎乗者への攻撃 は歩兵の前を騎馬

兵が通過す るとき,鉤 形長柄矛 を水平 に振 り,首 をねらい一撃 を加 え,た だ

ちに手前 に引き騎乗者 を引 き落 とす方法である。

第二の方法は二人以上の歩兵で,一 人は騎馬兵が武器 を持たない側か ら背

後に回 り込みながら攻撃 を加え,他 方の歩兵 は騎馬兵の動 きに合わせて,背

後 もしくは側面から首への攻撃 を行い,騎 乗者 を引 き落 とす方法である。 こ

のような複数 による戦い方は,中 国では各人が得意な武器 を持ち各々その武
くユ3)

器の特徴 を生か し,敵 の首 を取る数人での集団戦術があ り,日 本 にもこの よ

うな戦術が存在 したことは否定で きない。

以上二つの攻撃方法 を推測 したのであるが,馬 に乗る騎馬兵は機動力があ

り,歩 兵 より上部から攻撃がで きるので歩兵 より有利 に戦 う事ができる。 よ

って歩兵は騎馬兵 と戦 うには鉤形長柄矛を使用 しての十分 な訓練 と経験が必

要になる。

五.弓 矢

弓矢 は律令制下において も武官の象徴で,刀 剣 ・矛な ど接近戦に使用する

白兵戦用武器に対 して,遠 距離 より狙撃が可能な射撃用の武器であ り,一 斉

射撃 によって攻撃や防御 を向上 させ ることもで き,さ らにす ぐれた貫徹力は
{14)

攻撃力 を一段 と高めることがで きる。そ して弓矢は狩猟用具から弥生時代 に

戦闘用武器の長弓 として発達 し,多 くの経験か ら攻撃用武器 としての特性を

さらに強め,明 らかに攻撃用武器の主流の位置 を確立す ることになったので

ある。

日本の弓矢は木製弓を基本 とし,自 然木 を利用 した丸木弓 と大木を割 り削
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った木弓がある。弓材は梓 ・檀(ま ゆみ)・ 櫨(は じ)・槻の類で,こ のうち

梓弓 ・槻弓が最 も多 く,あ まり太 くない材 は丸木のまま用いるので,木 の成

長す る側(末)を 上端 とし,そ の逆(本)を 下端 として,両 端に弓弦 を掛け

る弼 を設け,上 端 を末弓耳(う らはず),下 端 を本弼(も とはず)と よんだ。

しか も本 は太 く,末 は細い上 に,本 はすでに成木であるが,末 は未熟なので,

本は末よ り弾力があるので,上 下の弾力差の均衡 をとるために,弓 射の際 に

握 る弓柄 を真ん中 より下方に置 き,本 を削 り,内 部に細 く浅い樋 を入れた。

寸法 は七尺前後 とし,世 界最大級 といえるが強靭だが弾力の少 ない木製弓は

しならず,引 き絞 りすぎると折れるため,引 き絞 らず とも威力が出るように

長寸になっている。

『魏志(倭 人伝)』 に 「木弓短下長上」 とあるのは,握 る弓柄 を真 ん中よ

り下方に置 くことをさす ものであ り,古 墳 ・奈良時代 を通 して同様の形をな
(15}

す ものであると察知 される。なお平安末期 に竹 を伏せた合わせ弓 として成立

したこの短下長上の弓矢は中世以後 もみることができ,わ が国の弓の特徴 と

いえるのである。

矢は使用 目的で軍陣用 の征矢(そ や)・ 狩猟用の狩矢(か りや)・ 歩射の競

技用の的矢(ま とや)な どの種類があ り,鎌 はそれぞれの目的により,征 矢

は丸根 ・柳葉などの細長い鎌 を,狩 矢は狩俣 ・平根の偏平の鐵を,的 矢は先

端 を偏平 にした木 ・角 ・金属の平題(い たつ き)を 用いた。

矢の容器である弓具は,靭(ゆ き)・ 胡緑(や な ぐい)が あ り,と もに矢

五十隻 を納めるものであった。

靭 は,長 方形の筒形の箱で,背 板 を高 く,前 板 を低めに作 り,上 の口から

矢 をさし入れ,前 板下部付近 に手形 とい う長円形の窓をえぐって,矢 を抜 き

出せ るようにし,右 腰 に負 うようにした。胡緑は方位 とい う鎌をさし込む小

型の箱で後部の板 を長 く上方 に延長 させて,矢 をか らみ負い緒 をつける背板

とし,鐡 を収めるだけで,矢 並の乱れは背板 の前緒で整 えたのである。

律令国家成立以前 にも弥生時代 ・古墳時代 を通 じ,『魏志(倭 人伝)』 にみ
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られる記述や,遺 跡 ・古墳 から出土する武器 などから国内において激 しい武

力抗争があった と考 えられる。長崎県平戸市の根獅子遺跡か らは鐵が刺 さっ

た人骨が発掘 された り,多 くの古墳か ら細長 く貫徹力のある実用性が強い錺i

が大量 に出土 していることは,こ の時代か らの戦闘の主要武器が弓矢である
ロの

ことがわかる。

この ように遺跡や古墳か ら出土する弓矢のほかに,「 東大寺献物帳』 には

「梓弓八十四張 ・槻弓六張 ・阿恵弓張 ・檀弓八張…」の記載があ り,正 倉 院

には梓弓三張 ・槻弓二十四張がある。『東大寺献物帳』記載の弓は恵美押勝

の乱 に際 し出蔵 され,乱 後 に正倉院に返納 したものであろうが,記 載 と合わ

ない もの もあ り,代 わ りのものが収め られたとされ弓矢の需要が多かった と

考え られる。『続 日本紀』 には 「大宝二年二月己未,甲 斐国献梓弓五百張以

充大宰府。同年三月甲午,信 濃国献梓弓一千二十張以充大宰府」 と記載があ

り,大 宰府 に弓を交付 したとのことか ら実用 の弓 と知ることがで き,こ の時

代に弓矢が重要かつ需要があったと思われる。

『日本書記(神 代上第六段本文)』 にはの天照大神の武装描写があ り,こ

の姿は弓矢 と剣 とで武装 した古代 日本 における理想的な武人像 で弓矢 を備 え

ている。

大化改新の翌年,646(大 化二)年 正月 に定 めた 「改新の詔(四 条副文)」

に刀 ・甲 ・弓矢 ・幡 ・鼓の武器武具を備えることとしている。また大化改新
(17)

は宮廷の儀礼 が大陸風 に整備 され画期的で もあった。『日本書記(大 化三年

正月条)』 には朝廷で射 を行 ったとあるのは,後 世の年中行事 としての正月

十七 日を中心 とする大射 とい う親王以下の射術競技が正史では初見の記述で

ある。 この大射は宮 中における正月の行事 として,675(天 武朝 四)年 以降

は毎年行 われ親王 も参加 した。大射の ことは令 に規定 され,文 武朝 の706

(慶雲三)年 には,射 的の成績 と位階に応 じて賜る禄 も制定された。このよ

うに皇族 ・貴族 ・官人層 に弓矢をつ うじての武術の習熟が要請 され,特 に弓

矢の技術 は重要視 されていたのである。幾多の戦闘を経験 してきた軍事制律
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令国家は,皇 族以下の武官に射術競技で技術 を争わせ ることで,弓 矢による

武術 と武官 としての意識の向上 を目的 とし,中 央集権化政策を推進する意図

があったのであろう。

この時代以前か ら戦闘の始 まりと戦闘の要は弓矢である。弓矢は遠距離か

ら目標 に向かって攻撃を行 うもので,刀 剣や矛を用いる接近戦 より負傷す る

危険が少 な く,弓 矢 を携帯 しない敵 との戦闘 には有利であることはい うまで

もない。国内では弥生時代 から弓矢を使用 した戦闘が行われてお り,律 令期

に弓矢 と刀剣 を携帯する歩兵 と刀剣 のみ携帯す る歩兵の戦闘は考 え られな

い。だか ら戦闘は双方弓矢の戦いか ら始 ま り,弓 矢戦の勝敗 を左右するのは

軍陣用征矢の飛距離 と威力であるか ら,弓 ・征矢の性能 と兵士の技能 ・体力

である。 これ らの差によって指揮官の死傷 または敗走 によるか,兵 士の士気

低下 における総崩れで勝敗 は決定す る。

この弓矢戦が互角の場合,刀 剣 ・矛による接近戦 になると思われ,勝 敗は

弓矢戦 と同様の形勢 にて決まるが,白 兵戦は弓矢戦に比べ消耗戦 となるので,

弓矢戦のみで勝敗 を決するのが上策である。軍団制で前述 したが,「 伍」 を

基本隊とする 「陣法」を重要視 した訓練内容で集団戦術 を実戦 にもちいれば,

盾一つに弓矢 と大刀で武装 した歩兵五人を最小単位 となし,前 列五単位二十

五人,後 列五単位二十五人の計五十人の一隊 を一つの戦闘集団 として組成す

る。盾 を前面に置 き盾の後ろに歩兵五人が位置 し,こ の隊列 を崩さず布陣 し
(18i

たまま弓矢を射 なが ら敵陣に向かって前進す る戦術が考 えられる。そのため

にも強靭な弓 とす ぐれた征矢 を製作することが必要で,兵 士 はそれを使いこ

なす技術 と体力 を養 うための訓練が重要であった と思われる。

地方では国ごとに徴兵 された軍団兵士 は,前 述 したが 自前で弓矢 も含む武

器 を備えることが義務づけられていて,百 人ずつの十個の集団が十 日交替で

年間六十 日間の訓練を受けなければならなかった。元来武官ではない徴収 さ

れた農民兵士であるか ら,兵 士の個人戦術の熟達には限度があ り,訓 練の内

容は,技 術 を要する弓矢 より大刀 を用いての突 く斬 るの基本戦術が中心で,
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それ とともに大刀を使 う歩兵集団戦術 を習熟す ることが目的であったと考 ら
(19)

れる。

弓矢の機械化 した強力な武器 に弩・がある。もともと中国の漢唐代 に盛行 し,

日本では 『日本書記(推 古二十六年条)』 の とき高句麗 か らの献上品 として

記載 されているのが初見である。

軍防令 においては軍団の一隊ごとに強壮者二人 を弩手に選んで扱い方の教

習 を命 じ,国 郡衙のほか衛門府 ・衛士 府 ・兵庫寮 にも弩をお くことを規定 し

ている。弩の製作 と取扱 を教授す る弩師は,762(天 平宝字六)年,藤 原仲

麻呂が大宰府 に新設 したが,つ いで770(宝 亀元)～81(宝 亀十六)年 には多

賀城 ・胆沢城にもおかれた。近年多賀城において弩の鉄製引 き金が発掘 され

ていることか らそのことがわかる。これ らのことは対新羅関係 の緊張や東北

の蝦夷征討のために,そ の周辺諸国に守城兵器 として弩を配備 して防備の強

化 をお こない,『 三代実録』な どには蝦夷征討 と西海防備に弩手 ・弩兵の活

躍 した記述がある。

実戦 における使用 は,藤 原広嗣の乱における板櫃河(現,紫 川,北 九州市)

の戦いである。「続 日本紀」 によれば740(天 平十二)年,広 嗣は約一・万騎 を

率いて,板 櫃河の西 に陣 し,み ずか ら隼人軍を統率 してその先鋒 にあった。

そこで広嗣軍は筏 を組んでまさに河 を渡ろうとした。それに対 して,政 府軍

の勅使で六千人を率いる佐伯常人と阿部虫麻 呂が これに弩で応酬 して渡河 を

阻止 し,そ の後政府軍が勝利 をおさめた とされる。 この戦いで どれ くらいの

弩が装備 され使用 されたかは,一 隊五十人に強壮者二人を弩手 としているこ

とから,一 軍団は約千人の兵士であ り,一 軍団に四十人の弩手がいることか

らその数は推測で きる。

時代 はさがるが平安朝の914(延 喜十四)年 には,従 四位上で文章博士の

三善清行が天皇の求めに応 じて提出 した「意見封事書十二箇条(『本朝文粋』)」

のなかで 「縁辺諸國。各置弩師者。為防冠賊之来犯也。臣伏見本朝戎器。強

弩為神。(中 略・)状望令六衛府宿衛等。練習弩射之術。其試其方伎。随其功
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労。充任件國弩師。然則人才名城戎易守。」 と弩の武器 としての威力 と重要

性 を説いている。

国内では原形の弩 は現存 してお らずf朝 鮮半島か ら出土 した ものか ら考え

られるのは,機 械 しかけの引 き金によって矢 を発射する武器である弩 は,強

力であるがゆえに戦闘時の使用 には弩 自体 に強い力がかか り,そ れに耐える

性能が高い弩の製造技術が必要 となって くる。また,わ ずかな誤差で も射撃

性能を低下 させ ると考 えられ,高 度な兵器製造工程 は複雑 になるであろうし,

『延喜式(第 四十九巻)』 に 「造弩一具軍功六百冊三人」 と製作 に多数を要す

る構造で国内生産は困難であったと思われる。このような点 と文献にある弩

師 とい う弩を操作する専 門技術者不足が弩の衰退につながった。 もうひとつ

に,こ の時代 の国内での主な戦闘は野戦であ り,強 力である弩は矢 を放つま
く　の

でに弓矢 より力 と手間が必要で迅速性に欠ける と思われ,攻 ・守城戦(特 に

守城側は上部の らの攻撃 とな り狙撃 と威力で有利である)で は威力 を発揮す

る弩が活躍す る場がなく無実 とな り消えてい くのである。

六.甲 冑(か っち ゅう)

刀剣 ・弓矢の攻撃用武器 に対 し自己を保護す るための防護用武具がある。

それは攻撃用殺傷武器の影響下で生まれ発展 していった。その防護用武具は

は直接身に付け防護を目的とす る甲冑があ り,そ の形式 には短甲と桂甲の二

系統に分かれている。

まず短甲は後胴 は肩までおおうことがで き,両 脇は手が動 きやすい ように

くりぬかれ,前 胴の上縁は鎖骨のあたりまであ り,後 胴 より低 くく,胸 か ら

胴 にかけて身体の曲線にそ りがあ り実用的に製作 されている。この短甲の付

属 品 として,首 のまわ りを保護す るi頸甲(あ かべ よろい),両 肩 に当てる肩
(21}

甲,腰 から大腿部 を保護する草摺(く さず り)な どがある。

桂甲は小札 とよばれる細長い鉄板 を縦 に並べ,革 紐や組紐でつなぎ合わせ

たもので,短 甲より体を自由に動かすことがで きる甲である。この桂甲は体
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全体の運動が活動的であ り,甲 を身につけ騎乗 しての移動や攻撃 に支障が少

な く,古 墳 の埋葬品や埴輪か らみれるように騎乗がお こなわれることによっ
(22}

て,大 陸や朝鮮半島か ら取 り入れ られたもの と考 えられる。

『続 日本紀(天 平宝字五年条)』 のなか に 「住於唐国。事畢欲帰。兵杖様。

甲冑一具。伐刀一口。槍一竿。矢二讐分付元度。」 とある。そこに 「様」 と

あ り,こ れには手本 ・法式 という意味がふ くまれ,唐 の様式 を持 ち帰 り取 り

入れた と思われる。この翌年の 『続 日本紀』の記載 には 「造東海。南海。西

海等道節度使料綿襖冑各二万二百五十具於大宰府。其制一如唐国新様。」 と,

おそらく 「綿襖 冑」 という唐製の新様式 甲冑を製作 し,装 備することに素早

く着手 し対応 しようとしている。また 「造綿甲冑一千領以貯鎮国衛府。」 と

「綿甲冑」の記載があ り,こ れ らの唐製の新様式甲冑は,元 来の桂 甲を軽量

化 し,行 動 を迅速 にす るために綿製品と革製の小札 とで作成 されたもの と推
　 　

測 される。

古墳時代 を通 じての基本的な戦闘形態は弓矢戦 と刀剣 を用いた白兵戦であ

る。これらの武器 に対する防護用武具である甲冑の必要性が出て くる。この

甲冑で防護 した敵 を倒すには,さ らにより強い攻撃用武器が必要になること

の ような相互作用 は,武 器 ・武具の発達 と変遷に影響 を与 えた。鉄製の桂甲

は動 きが比較的自由が きき,騎 乗 した とき全身武装 して も支障がな く上層武

官である騎馬兵が これで武装 した。歩兵の場合は歩 く ・走 ることがお もで騎

兵 と同 じ桂 甲では重量があ り支障が多 く,鉄 製桂甲より簡素化 された軽量の

綿甲冑が多 く製作 され使用 された と思われる。

七.馬

戦闘に関 して戦闘能力 を高めるために補助的役割 をする馬がある。わが国

において最初 に騎乗の風習が発生 したのはいつ頃であるか とい う問題である

が,一 般的には古墳 に副葬 される金属製品 を主体 とす る馬具が発見 された,

その古墳 の時代 をもって騎乗の出現 とみな している。その時代か ら律令期 に
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おけるまでに騎乗 目的の変遷 は馬具によって,お お よそのことが知ることが

で きる。

大和朝廷 によって国内統一がされた後 も朝鮮半島に進出 した朝廷は 『広開

土王碑文』や 「宋書(倭 国伝)』 にある宋 の皇帝に送 った上表文 によ り朝鮮

半島で勢力 を強めた高句麗 と争ったことが しられている。

『日本書紀(欽 明十四年十月条)』 に高句麗軍 と百済の王子 との戦闘の記述

があ り,高 句麗軍は鼓吹 と施旗 を使用 した騎馬兵である武将の指揮下による

集団戦法 をとっている。ここにでる高句麗軍騎馬兵の姿は,高 句麗古墳壁画

に描かれている状況か ら,防 禦武装 をした馬に騎乗 し長槍 を持 った桂甲を身

に付 けた重武装の騎馬兵である。高句麗軍は壁画にある姿の騎馬兵が軍団の

基本であ り,『三国史記』の記録か ら騎馬兵は戦闘時 には最先頭 に立ち敵陣

に突撃 したとされ,当 時の朝鮮 での戦闘は先陣が騎馬兵 を中心 とする集団戦
X24)

法であったということである。この朝鮮で倭の武将が新羅の武将 と騎馬で戦

ったことが 『日本書紀(欽 明二十三年七月条)』 に記述 されてお り日本で も

騎馬 兵が存在 し,朝 鮮か ら騎馬兵 としての武装 ・戦術 を取 り入れ軍用の馬が

重要視 されていたと思われる。

日本 国内においては672(天 智十一)年 に古代最大の内乱である壬 申の乱

が起 きるのである。 この乱の弘文天皇に対する大海人皇子の作戦計画は,美

濃安八磨郡(あ はちまのこお り)の 食封 を作戦基地 とし郡の人員を動員 して

主力兵力 とし,東 国の国司の軍 を招集 して主力部隊を編成 して,そ の兵力 を

持 って奇襲攻撃にる先制攻撃 に出ることで弘文天皇の大津京を襲撃すること

であった。そこで大海人皇子はこの作戦の遂行のために美濃の兵三千人 を発

して重要拠点である鈴鹿 ・不破 をいち早 く押 さえ,美 濃 に本拠 を置 き東国の

兵 を集めたのである。この大海人皇子の武力はどのような ものであるか とい

えば,大 海人皇子 に従 う舎人や私領である美濃国の湯沐邑(ゆ もくむら)の

武力,伊 勢 ・尾張諸国か ら東海 ・東山二道か らの募兵 と大伴吹負がひきいる

三輪 ・鴨 ・倭漢(や まとのあや)な ど奈良盆地の在地領主勢力であった。こ
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れらの兵の中に騎馬兵が多 くの数を占めていたと思われ,そ れは 『日本書紀』

の記述から,大 和に挙兵 した大伴吹負を救援す るために伊勢か ら兵 を進めた

のは置始兎(お きそめの うさぎ)を 将 とす る約千騎の兵であったことや,白

馬に騎乗 した近江の将盧井鯨(い おいの くじら)と 騎馬兵である 「甲斐の勇

者」 との戦闘か らも察することができる。一方,弘 文天皇方の将田辺小隅が

得意の騎馬隊を率いて合い言葉 を使 っての夜襲iを敢行 し,倉 歴に配備 したば

か りの大海人皇子方守備隊に勝利 している。この ように壬 申の乱では,機 動
(25?

性にす ぐれた馬 を使用 した騎馬兵による戦闘がおこなわれていたのである。

それではこの時代 においての騎 馬兵 による戦闘方法はどのようなものであ

り,ど のように馬を活用 していたかを検討 しなければならいがa『 日本書紀』

な どの記述 には騎馬兵 における直接個々の戦闘描写がほ とん どみあた らな

い。ただ し現存する武具 ・馬具の部類か らおお よそのことを察することがで

きるが,こ れについての武具 ・馬具か らみた騎 馬民族説やそれを否定する論

争な どがあ り,こ れ らを論 じるのではな く当時の騎馬兵の姿や戦術 のみをと

りあげる。

現在の騎乗用馬具は街(は み)・ 轡(く つわ)・ 鐙(あ ぶみ)・ 鞍部か らな

るが,当 時の騎乗の風習 を考えるには馬装が遺物 として発見 される場合 に完

全 な姿のものは少な く,そ の他 の馬装具 をとお して考慮 しなければな らない

ことが多い。中には装飾 としての馬具 もあ り,騎 乗の 目的や歴史的な相違 に

よって馬具の構成 が異 なるものである。

日本国内においては古墳時代 か ら律令期 にかけて金属製の街 ・鐙の発達に

より,戦 闘に適 した騎乗用の馬具 を伴 う騎乗に変化 していった。ただ騎乗す

るためであれば轡のみ備 えていれば騎乗 は可能であるが,戦 闘 となれば馬上

での踏ん張 りが きくように鉄製輪鐙 とその鐙を備える鞍が必要である。これ

らの馬具を装備 し自ら桂甲で武装することで,馬 の機動力 を利用 した馬上か

ら矛 を持 って敵に攻撃 を加 えることが可能 となる。なお弓矢を用いて馬上か

らの攻撃が考えられるが,こ の攻撃 は適当な距離 をた もち敵に最接近 した と
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き矢を射る戦術が適 しているが,日 本の弓矢 は長弓であ り馬上からの弓矢に

おける実戦攻撃は,弓 自体が長いため弓が馬 に当たることがあ り適当ではな

く実戦にはむいていない。馬上か らの弓射は強 く湾曲した弾力が強い短弓が

適 してお り,そ のことはこの短弓を使 う高句麗の古墳壁画から短弓を使用 し
(26)

ての騎乗弓射 をおこなう武人の姿から知 るとこがで き,こ の時代 には長弓を

使 う日本の戦闘では騎乗弓射 はおこなわれなかった と思われる。

当時の武人が携帯する主 な武器は弓矢 ・大刀 ・矛で,馬 上か らの攻撃 は前

述のごとく長弓である弓矢 と直刀の大刀は不向 きであ り,こ の武器の中では

矛が馬上攻撃に最上である。 この矛による馬上攻撃では,全 身を桂甲で固め

片手 に矛 をもった騎馬兵がお互いに向かって突撃 し,す れ違い時に矛により

攻撃 を加 える西洋式の騎馬戦は 『記紀』などの記述から考 えられず,弓 矢戦

や白兵戦で勝敗が決 した後,敗 走する兵士を馬の機動力 を活か し,追 撃する

ことが騎馬兵 による主な戦闘であった と考 えられる。 また敗走する兵士の退

路を騎馬兵 により遮断 し,背 後からの歩兵 との挟 み撃ちにする連携 した戦術

もあったと推測 される。

律令制成立期の戦闘には騎馬兵の働きが多 く,武 力の重要 な支 えとなる馬

は重要視 され,国 家 は馬の軍事 ・伝達の必要性 により,こ の軍馬供給のため

に諸国に郊外で馬牛 を放 し飼いにす る 「牧」 を設置 していたことが 『記紀』

に記載されている。七世紀の初めには馬の飼養の面で も組織化が進んでいき,

令制において馬の調教 ・飼育 を担当するのは左右馬寮で,そ こには調教 ・飼

育 を専 門とする馬部 ・飼丁が所属 していた。 このように馬の必要性が生 じた

のは,当 時 より馬は軍用馬 として活躍することが多 く戦闘には欠かかすこと

ので きない存在 とな り,乗 馬 を乗 りこなす ことがす ぐれた強い武人の条件 に
{27)

な ってい ったので ある。

七.兵 法

兵法は戦場での幾多の実戦経験 と理論的思考との相互作用による,一 般的
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原理か ら特殊的事実の意義を認識することによ り確立 されてい くものである

ので,兵 法家は理論 と実践 に卓越 した能力 をもつ軍事家でなければならなか

った。実戦 とともに必然的に軍事の歴史的環境や地域の特殊性 を受けて発展

した兵法のなかに,特 にす ぐれた孫武の軍事理論 である中国古代 の 『孫子』

の兵法がある。 この 『孫子』の兵法は717(霊 亀三)年 に留学生 として入唐

し,十 八年の留学生活において主に軍事 を学んで帰朝 した吉備真備 によって
X28)

日本 にもたらせれたことは 『続 日本紀』により知 ることができる。

吉備真備が持 ち帰 った軍事 に関する武器類は『続 日本紀(天 平七年四月条)』

に記述があ り,そ れをあげる と①測影鉄尺一枚。天文関係の用具であろう。

②胴律管一部。③鉄如方響。④写律管声十二条。② ～④ は軍事用の楽器であ

るらしい。⑤絃纒漆角弓一張。⑥馬上飲水漆角弓一張。⑦露面漆四節角弓一一

張。⑤ ～⑦ は騎兵用の角 の弓で 日本 にとっては新兵器であろう。⑧射 甲箭廿

讐。⑨平射箭十隻。⑧ ・⑨ は矢の種類。以上である。 このほかにも留学 中に

学んだと思われる築城や兵法についても著 しく,真 備の昇進は軍事 に関する
　ラ

機会に多 く見 られる。

これ以前は 「軍防令」によって諸国に軍団を構成 し,規 定 された 「陣法式」

によって訓練 されてお り,有事の場合 は諸国軍団兵士 を作戦地点に結集 させ,

軍団単位 に戦時体制の編成 をお こない作戦会議 において各軍団の配地 ・布

陣 ・目標地の占拠 ・行軍経路等 を決定 し作戦を遂行するようになっていた。

戦闘単位は前述 した ように,大 盾に弓矢 と大刀で武装 した五十人0隊 を最小

単位 として弓矢 を射 なが ら敵へ と前進 してい くものであ り,軍 事理論 に基ず

く戦略はみあた らない。壬申の乱 においては,吉 野方の迅速 な行動 による重

要拠点の進撃により,吉 野方は近江方の作戦を封 じ,退 路 を遮断 し各戦場に

おいて撃破 して最終的に勝利 した。 この戦いで合い言葉 を使 ったりする計略

はあった ものの軍事理論 による兵法 といえる ものはなかった。

帰朝後の真備 は754(天 平勝宝六)年 から763(天 平宝字七〉年 まで大宰府

において大宰少弐,続 いて大弐 として在任 した。大宰府在任期 間には756
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(天平勝宝八)年,真 備の指揮下 に筑前恰土城 を築城 した時から築城術 に堪

能なことは中央 に知 られていた。759(天 平宝字三)年 には恵美押勝 は新羅

征討 ため大宰府 に行軍式 を造 らしているが,こ の行軍式 とは教練の形式や戦

闘の原則 などを規定 した もの と思われ,お そらく真備 によって作 られたので

あろう。760(天 平宝字四)年 に中央 は授刀舎人春 日部三関 ・中衛舎人土師

宿禰関成等六人 を大宰府 に遣わし,真 備 に就いて 「諸葛亮の八陣」,「孫子の

九地」,「結営向背」 を習得 させてお り,真 備の中国兵法が重要視 しされてい

たことがわかる。

真備が大宰府の任 を終 え入京 したのは764(天 平宝字八)年 の正月で,こ

の年九月に恵美押勝の乱が起 こり真備は中国兵法 を応用 してこの乱 を鎮圧 し

ている。

この乱において押勝の戦略は,宇 治から近江の中原 にに出て,愛 発 ・不破

の関 との連絡を確保 し,近 江一円を確保することであった。 これに対 し真備

の押勝対策は朝廷からの追討の任命が遅れたことで,出 遅れたため最初不利

であった。そ こで真備の とった戦略は,宇 治か ら近江の中原にむかう押勝 を

追うことはせず,鈴 鹿 ・不破 ・愛発の関を固守 させ遁走すると思われる要所

を押 さえた。押勝は近江 に進んだが近江国淡海真人三船 らと援軍数百騎が防

戦 し,勢 多の橋 を焼 き押勝軍は進軍することがで きず高島郡に引いた。真備

によ り要所 は押 さえられてお り高島郡で戦闘 とな り乱は17日 で終結 した。こ

の戦術 は押勝を追 うことな く要所 を固めたことは迅速ではな く迂のようであ

るが,こ れは 「迂」 をもって 「直」 とする 『孫子』の兵法の 「迂直の計(戦
{30)

争編)」 を実行 した ものであった。この乱は真備 による 「孫子』の兵法の応

用 による鎮圧であるが,中 国兵法 を習得 し実戦 に応用で きる人物は唐の留学

生である真備など一部の者 に限 られてお り,こ のように中国兵法 を自由に駆

使で きる武将は少なかったと思 われる。
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八.む すび

国内における現存す る武器 ・馬具や 『日本書紀』 などにみ られる記述の特

徴からだいたいの古代武人の姿 うかびあがって きた。甲冑で身を固め大刀 を

腰 に差 し弓をもった姿が一般的な武人であった。武器 においてはいろいろな

種類があ り,そ れらの武器の長 さや長所 を活かす戦いの方法が考えられ,各

個人の体格体力によって も武器の長短,重 量 も違った ものを使用 した と思 う。

弓や,大 刀 は常備の武器であ りその他 にも個人の得意 とする武器 を携帯 し戦

闘にはそれを使用 したとも思われる

武器 は戦乱を機に強い ものへ と変化を し,よ り有利 な武器が飛躍的に発達

する。戦闘方法 も敵の弱点への攻撃 も考えられ,集 団戦における戦術では規

定 された訓練により,各 個人画一された行動 による集団戦術 を生み出 した。

個人的な戦闘では,敵 への攻撃法や敵か らの攻撃 に応 じて反撃をする高等技

術は確立 してお らず,流 派 といわれる攻撃 ・受け ・反撃の形が確立するのは

戦国時代末期まで待 またなければならない。矛や大刀の ように接近戦で使用

する武器 とは違い,遠 距離か ら攻撃する弓矢は,古 代か ら戦闘開始時の攻撃

武器で又攻撃の主力武器で もあった。古代 より武人は遠距離か ら攻撃で きる

弓矢 に熟達 し,機 動性のある馬を乗 りこなす ことが求め られ,中 世から近世

への武士へ と受け継がれてい くことになる。

武器や個人 ・集団戦術の発達 とともに中国か ら理論化 された勝利 に導 くた

めの兵法が入って くる。 この兵法は戦争 を国家の大事 として,勝 敗 を決する

要素 を体系 的に規定 している。内容は気候 ・地形 を考慮 しての戦機,敵 に対

しての対処法,将 の気質 など勝利の法則 といえることを細 かに論 じている。

日本の多 くの戦国武将 も 「孫子』の兵法を参考に自国の家法 を作成 している。

現在の 日本 にも兵法 に関心 をもつ政治家が多 くいることを聞 くが,そ れは軍

事的な活用 ではな く,政 治 ・外交 ・対策などに向けられているのではないだ

ろうか。我々が 自分 自信の危機への対処や行動 を起す とき,先 哲が残 した書

物 を読 んだ り,歴 史的戦乱 をみつめなお した りすれば,人 としての倫理的規
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範や武将の戦略 ・対処 ・決断など=適切 な判断を した武将が勝利 した史実が多

くあ り,現 在の生活 において参考になるであろう。
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